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新
刊
紹
介

合
山
林
太
郎
『
幕
末
・
明
治
期
に
お
け
る
日
本
漢
詩
文
の
研
究
』

（
二
〇
一
四
年

和
泉
書
院
）

新

稲

法

子

漢
文
学
を
専
攻
す
る
者
が
多
い
こ
と
は
大
阪
大
学
の
日
本
文
学
研
究
室
の

特
色
の
一
つ
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。王
朝
時
代
の
詩
文
か
ら
禅
林
の
文
学
、

そ
し
て
「
江
戸
漢
詩
」
と
、
各
時
代
の
研
究
分
野
に
卒
業
生
が
い
る
。
し
か

し
、
も
し
卒
業
生
だ
け
で
日
本
の
漢
文
学
史
を
紡
ぐ
と
し
た
な
ら
ば
、
明
治

期
以
降
の
漢
詩
文
を
専
門
と
す
る
者
が
い
な
か
っ
た
。

合
山
林
太
郎
氏
の
研
究
は
、
そ
の
空
白
を
埋
め
る
も
の
で
あ
る
。
和
泉
書

院
か
ら
出
版
さ
れ
た
『
幕
末
・
明
治
期
に
お
け
る
日
本
漢
詩
文
の
研
究
』
に

よ
り
、
氏
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
の
全
貌
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
部
か
ら
第
四
部
に
わ
た
る
十
七
本
の
論
文
は
一
部
を
除
き
既
発
表
の

も
の
で
あ
る
が
、
本
書
書
き
下
ろ
し
の
序
章
に
よ
っ
て
、
合
山
氏
の
研
究
の

目
指
す
と
こ
ろ
が
よ
り
は
っ
き
り
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
氏
の
研
究
は
、

脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
漢
詩
文
と
い
う
伝
統
が
、
天
保
末
年
か
ら
明
治

三
〇
年
代
と
い
う
時
代
に
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
っ
た
か
を
縦
糸
と
し
て

い
る
。
そ
し
て
西
洋
文
明
の
流
入
や
俳
句
や
和
歌
の
革
新
と
い
っ
た
同
時
代

の
動
き
と
漢
詩
文
の
関
係
を
、
時
に
詩
壇
を
超
え
た
交
友
関
係
ま
で
視
野
に

入
れ
な
が
ら
横
糸
と
し
て
い
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
著
者
の
研
究
は
、
常
に

こ
の｢

縦｣

と｢

横｣

が
意
識
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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本
書
は
こ
の
序
章
に
続
く
全
四
部
と
資
料
「
『
漁
洋
山
人
精
華
録
訓
纂
』

へ
の
森
槐
南
自
筆
書
き
入
れ
」
か
ら
成
る
。
以
下
、
全
四
部
の
内
容
を
簡
単

に
紹
介
し
よ
う
。

第
一
部
「
幕
末
・
明
治
期
の
社
会
と
漢
詩
文
文
化
」
に
は
、
横
の
広
が
り

に
重
点
を
置
い
た
論
考
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。

第
一
章
「
漢
文
に
よ
る
歴
史
人
物
批
評
―
―
幕
末
昌
平
黌
関
係
者
の
作
品

を
中
心
に
―
―
」
は
、
幕
末
に
流
行
し
た
詩
論
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ

た
の
か
を
考
察
し
、
詩
論
が
時
代
の
思
潮
に
与
え
た
影
響
に
ま
で
説
き
及
ん

だ
も
の
で
あ
る
。

第
二
章
「
明
治
初
期
の
漢
詩
と
結
社
―
―
旧
雨
社
を
め
ぐ
っ
て
―
―
」
は
、

明
治
初
期
最
大
の
文
人
結
社
旧
雨
社
の
実
態
を
資
料
を
用
い
て
明
ら
か
に

し
、
従
来
の
懐
古
的
な
集
団
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
一
新
す
る
も
の
で
あ
る
。

第
三
章
「
青
少
年
期
の
森
鷗
外
と
近
世
日
本
漢
文
学
」
は
、
鷗
外
が
閲
読

し
た
近
世
後
期
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
漢
文
学
に
つ
い
て
調
査
し
た
も
の

で
、
具
体
的
な
書
名
を
示
し
享
受
の
仕
方
を
考
察
し
て
い
る
。

第
四
章
「
漢
詩
改
良
論
―
―
詩
歌
の
近
代
化
と
漢
詩
―
―
」
は
、
明
治
十

年
代
か
ら
二
十
年
代
の
「
漢
詩
改
良
論
」
に
つ
い
て
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。

西
洋
の
詩
の
影
響
、
訓
読
の
再
検
討
、
平
仄
や
韻
の
廃
止
と
い
っ
た
文
学
の

問
題
だ
け
で
は
な
く
、
同
時
代
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
い
う
思
想
に
至
る
ま

で
、
本
章
で
示
さ
れ
た
問
題
は
優
に
一
冊
に
な
る
よ
う
な
広
が
り
を
持
っ
て

い
る
。
近
代
詩
歌
史
の
側
か
ら
見
た
漢
詩
で
は
な
く
、
漢
詩
の
側
か
ら
の
こ
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う
い
っ
た
論
考
は
貴
重
で
あ
る
。

第
五
章
「
明
治
期
の
時
事
批
評
漢
詩
―
―
国
分
青
厓
「
評
林
」
と
野
口
寧

斎
「
韻
語
陽
秋
」
―
―
」
に
い
う｢

時
事
批
評
漢
詩｣

と
は
、｢

政
治
や
社
会

の
事
件
や
文
芸
作
品
な
ど
と
い
っ
た
、明
治
期
の
時
事
を
詠
詩
の
対
象
と
し
、

新
聞
や
雑
誌
に
専
用
の
欄
が
設
け
ら
れ
、
連
載
さ
れ
た
一
種
の
変
体
の
漢
詩
」

（

頁
）
で
あ
る
。
こ
の
章
は
、
明
治
二
十
年
代
以
降
、
人
気
を
博
し
た
時

69
事
批
評
漢
詩
に
つ
い
て
、
国
分
青
厓
と
野
口
寧
斎
の
二
大
連
載
を
取
り
上
げ

て
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
受
け
て
第
六
章
「
『
し
が
ら
み
草
紙
』
の
「
詩
月
旦
」
―
―
森
鷗

外
と
文
壇
批
評
漢
詩
―
―
」
で
は
、
鷗
外
ら
新
声
社
が
刊
行
し
た
『
し
が
ら

み
草
紙
』
の
文
壇
批
評
コ
ー
ナ
ー
に
、
時
事
批
評
漢
詩
の
影
響
が
見
ら
れ
る

こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

第
二
部
「
幕
末
・
明
治
初
期
に
お
け
る
漢
詩
の
潮
流
と
漢
詩
壇
の
動
向
」

は
、｢

縦｣

の
繋
が
り
に
重
点
を
置
い
た
論
考
が
編
ま
れ
て
い
る
。
各
章
の
内

容
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

第
一
章
「
性
霊
論
以
降
の
漢
詩
世
界
―
―
近
世
後
期
の
日
本
漢
詩
を
ど
う

捉
え
る
か
―
―
」
は
、
単
純
に
と
ら
え
が
ち
な
近
世
後
期
の
性
霊
論
受
容
に

つ
い
て
、
具
体
例
を
挙
げ
な
が
ら
再
検
討
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

第
二
章
「
幕
末
京
坂
の
漢
詩
壇
―
―
広
瀬
旭
荘
・
柴
秋
村
・
河
野
鉄
兜
―

―
」
は
、
表
題
の
三
人
の
詩
人
の
詩
風
詩
論
を
考
察
し
、
江
戸
に
偏
り
が
ち

な
幕
末
の
漢
詩
壇
研
究
の
中
で
、
江
戸
に
劣
ら
ず
活
発
で
あ
っ
た
京
坂
の
幕
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末
の
詩
壇
の
動
向
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

第
三
章
「
幕
末
・
明
治
初
期
の
遊
仙
詩
―
―
森
春
濤
と
そ
の
周
辺
―
―
」

は
、
幕
末
・
明
治
初
期
の
詩
壇
に
流
行
し
た
神
仙
世
界
を
題
材
と
す
る
遊
仙

詩
に
つ
い
て
、
森
春
濤
を
中
心
に
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。

第
四
章
「
幕
末
・
明
治
初
期
の
詠
物
詩
―
―
大
沼
枕
山
一
派
の
詩
風
を
め

ぐ
っ
て
―
―
」
は
、
詠
物
詩
と
い
う
切
り
口
で
幕
末･

明
治
期
の
詩
壇
を
と

ら
え
た
も
の
で
、
そ
の
考
察
は
枕
山
一
派
の
み
な
ら
ず
植
村
蘆
洲
や
森
春

濤
・
槐
南
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。

第
三
部
「
森
槐
南
と
新
世
代
の
漢
詩
人
た
ち
」
は
、
明
治
期
を
代
表
す
る

詩
人
、
森
春
濤
と
そ
の
子
槐
南
に
つ
い
て
の
論
考
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。

第
一
章
「
幕
末
・
明
治
初
期
の
艶
体
詩
―
―
森
春
濤
・
槐
南
一
派
の
詩
風

を
め
ぐ
っ
て
―
―
」
は
、
春
濤
一
派
の
艶
体
詩
に
つ
い
て
、
そ
の
特
徴
を
考

察
し
、
艶
体
詩
の
流
行
が
漢
詩
文
以
外
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
を
述
べ

て
い
る
。

第
二
章
「
漢
詩
に
お
け
る
明
治
調
―
―
森
槐
南
と
国
分
青
厓
―
―
」
は
、

森
春
濤
以
降
の
重
要
な
詩
人
、
森
槐
南
と
国
分
青
厓
の
作
品
を
と
り
あ
げ
、

異
な
っ
た
詩
風
の
両
者
に
共
通
す
る
明
治
調
と
も
い
え
る
特
徴
を
指
摘
し
、

正
岡
子
規
な
ど
他
ジ
ャ
ン
ル
の
詩
歌
革
新
に
与
え
た
影
響
に
も
触
れ
て
い

る
。第

三
章
「
森
槐
南
の
読
書
歴
―
―
青
少
年
期
を
中
心
に
―
―
」
は
、
本
書

書
き
下
ろ
し
の
論
考
で
、
森
槐
南
旧
蔵
漢
籍
に
見
ら
れ
る
書
き
入
れ
を
詳
細
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に
調
査
す
る
こ
と
に
よ
り
、
若
年
期
の
読
書
状
況
や
そ
の
関
心
を
明
ら
か
に

し
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
王
漁
洋
に
関
す
る
書
き
入
れ
は
資
料
「
『
漁
洋
山
人
精
華
録
訓
纂
』

へ
の
森
槐
南
書
入
れ
」
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。

第
四
章
「
森
槐
南
と
呉
汝
綸
―
―
明
治
三
○
年
代
に
お
け
る
日
中
漢
詩
唱

和
―
―
」
は
、
明
治
三
〇
年
代
と
い
う
複
雑
な
国
際
状
況
の
中
で
日
本
人
と

清
の
文
人
と
の
漢
詩
唱
和
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
っ
た
の
か
を
分
析
し

た
も
の
で
あ
る
。

第
四
部
「
野
口
寧
斎
の
生
涯
と
文
学
」
は
、
明
治
期
の
漢
詩
文
研
究
に
於

い
て
重
要
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
先
行
研
究
に
乏
し
か
っ
た
野
口
寧
齋
に
つ

い
て
の
論
考
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。

第
一
章
「
野
口
家
一
族
と
幕
末
の
文
人
社
会
―
―
寧
斎
の
祖
父
良
陽
・
父

松
陽
に
つ
い
て
―
―
」
は
書
き
下
ろ
し
で
あ
る
。
主
に
中
村
幸
彦
文
庫
蔵
の

野
口
家
関
係
資
料
を
用
い
て
祖
父
良
陽･

父
松
陽
の
事
跡
を
た
ど
り
、
寧
齋

の
ル
ー
ツ
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

第
二
章
「
野
口
寧
斎
の
前
半
生
」
は
、
父
松
陽
と
森
春
濤
の
交
流
か
ら
森

槐
南
に
指
導
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
寧
齋
が
、
の
ち
に
詩
壇
の
中
心
人
物

に
な
る
ま
で
を
そ
の
詩
風
詩
論
も
含
め
て
た
ど
る
。
同
時
に
、
日
巌
谷
小
波

ら
硯
友
社
と
の
繋
が
り
や
『
舞
姫
』
論
叢
を
も
と
り
あ
げ
つ
つ
、
小
説
批
評

家
と
し
て
の
寧
齋
の
事
跡
と
小
説
観
を
説
い
て
い
る
。

第
三
章
「
野
口
寧
斎
の
後
半
生
」
は
、
前
章
を
受
け
て
寧
齋
の
後
半
生
を
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追
っ
た
も
の
で
あ
る
。
詩
壇
活
性
化
の
た
め
の
貢
献
や
日
清
戦
争
に
果
た
し

た
役
割
、
寧
齋
の
患
っ
て
い
た
重
い
病
に
つ
い
て
な
ど
、
そ
の
交
友
関
係
に

も
注
目
し
つ
つ
説
い
て
い
る
。

以
上
紹
介
し
た
合
山
氏
の
論
考
を
支
え
て
い
る
の
は
、
こ
れ
ま
で
注
目
さ

れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
多
く
の
新
資
料
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
用
い
て
着
実
な

論
考
を
積
み
重
ね
た
本
書
は
、
幕
末
・
明
治
期
の
文
学
を
志
す
者
だ
け
で
な

く
、
他
の
時
代
の
日
本
漢
詩
を
専
攻
す
る
者
に
と
っ
て
も
必
読
の
書
で
あ
る

と
い
え
よ
う
。

天
保
末
か
ら
明
治
三
〇
年
代
は
、
印
刷
技
術
の
向
上
や
教
育
の
普
及
な
ど

も
あ
り
、
漢
詩
文
が
隆
盛
を
誇
っ
た
時
期
で
あ
っ
た
が
、
同
時
に
漢
詩
文
が

日
本
語
の
中
で
生
き
残
っ
て
い
く
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
重
要
な
変
化
の
時

期
で
も
あ
っ
た
。
結
果
的
に
漢
詩
文
は
時
代
に
適
応
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

そ
の
巨
大
な
遺
跡
を
日
本
語
の
中
に
残
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

王
朝
時
代
か
ら
近
世
ま
で
、
お
よ
そ
日
本
の
漢
詩
文
を
専
攻
す
る
者
は
、

専
攻
す
る
時
代
の
枠
に
留
ま
ら
ず
、
近
代
に
於
い
て
漢
詩
文
が
そ
の
輝
き
を

失
っ
て
い
く
様
を
見
届
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
私
た
ち
日
本
文

学
の
研
究
者
は
、
自
ら
の
専
門
分
野
が
現
在
の
生
き
た
日
本
語
の
中
で
ど
の

よ
う
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
常
に
自
覚
的
で
あ
ら
ね
ば
な
ら

な
い
か
ら
だ
。
日
本
人
が
漢
詩
文
の
何
を
受
け
継
ぎ
何
を
捨
て
た
の
か
を
最

も
は
っ
き
り
と
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
、
幕
末･

明
治
期
の
漢
詩
文
研
究

な
の
で
あ
る
。


